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0 生貝直人 ( 慶 腫大 UUC 機構Ⅰ東大学際情報学府 ) 。 令 正 勲 ( 慶 樵人 DMC 機構 ) 

鰯は じめに 

デジタル化。 ネ、 ッ トワーク化の 進展にともない、 従来 

の経済学が双提としてきた「資源の 希少性」や「金銭的 

インセンティブ ( ホモ。 エコノミタス ) 」。 @ 格メカニ 

ズムによるコーディ 孝一ション 1 」といつた性質を 痔た 

ない、 いわば @ 市場」経済の 領域がインターネット 上 

を 中心に増大している " 

史はそもそも 市場経済よりも 古いも 

のであ ㌍、 その市場経済との 関係は、 現実世界にもイ 

ンターネット @ こも通用する 間 であ る。 しかし本研究で 

ぼ、 ( 現実世界での 例を重要なアナロジーとしてひきつ 

つも ) 、 インターネ ジト、 特に清報の価値生産を 中心と 

した議論を行 う 。 その理由は以下の 2 点があ げられる。 

①インターネット は 、 その技術的特性により 井市場経済 

の活動をより 行いやすいものにしている。 

②インターネットの 上で清韓が市場メカニズムで 

することほ、 現実世界と比してきわめて 難しい。 そのた 

め 。 清韓価値生産のメカニズムの 多くが半強制的に 非市 

場経済に取り 込まれることが 多い。 

その結果として、 現在のインターネット 上の価値生産 

プロセス は 、 その多くが市場経済と 非市場経済の 相互作 

用によって生まれている 状況が観察される。 非市場経済 

の メカニズム、 そして市場経済との 相互作用を理解する 

ことがより重要となる。 

溜 市場と非市場 

市場経済とはい う までもなく、 価格や経済的インセン 

ティブによって 機能する、 主に新古典派経済学の 分析 対 

l Ha ダ ek(19%5) 
2 %0 ニ偽瓦 (i99 ㊥ 

的な経済の市場メカニズムであ る。 ここで 

は取引費用の 低減を目的として 生成される 3 市場のサブ 

システムとしての 企業組織も市場経済に 含むものとし 

て議論を進める。 

非市場経済とは、 そのメカニズムが 充分に解明された 

と ほ 言えないが、 リナック ス のオープンソース 開発に代 

表されるような、 価格に基づかない 井 金銭的なインセン 

ティブによって 機能する経済メカニズムであ る。 これは 

シェアリング ヱ コノミー ( 共有経済 ) やバザール方式 4 と 

呼ばれ、 公文俊平は ; 知 」 と名付けている 5 。 また、 

従来「非苗場」という 言葉 は、 特に経済学の 文脈の中で 

は 政府を指すものとして 用いられることが 多かったが、 

ここでは特に 断りのない限り、 シェアリングエコノミー 

6 を示す。 

鰯 市場と非市場の 相互作用 

市場経済と 井 市場経済の相互関係は 以下の 5 類型に 

分類され。 それらの組み 合わせによってインタ 一孝 ット 

上の表現行為とそれに 基づく価値生産のシステムの 多 

くぼ説明することができる。 

i 型 : 相互独立型 

それぞれの機構同士がメカニズムとして 基本的に関 

係牲を持たず。 独自に機能するタイプ。 ( 夜警国家の条 

件さえ「インターネット 上に」整えば ) 市場経済は単独 

で機能し得るが、 一方、 非市場経済は 特に物理的な 要因 

に よ り単独で機能し 続けることは 物理的に困難であ る 
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ため、 成立条件は限定される。 政府による出資で 運営さ 

れる組織、 あ るいは政府そのものと 市場の関係がこれに 

あ たる。 

また、 現実世界と異なりインターネット 上では現状に 

おいて夜警国家の 条件 ( 特に所有権 の保護、 およびそれ 

に基づく価格メカニズム ) が整いにくいため、 市場経済 

単独での成立も 比較的困難であ る。 

2 型 : 兼業型 

。 2A 型 : 兼業型 A 

単一の主体が 市場経済により 生活の原資を 得つつ、 そ 

れとは全く無関係に 非市場経済に 参加するタイプ。 一般 

( 製造業など ) に従事する人間が 政治的な言論 

に関するウェブサイトを 運営するなどの 例がこれにあ 

たる。 インターネット 上の匿名での 活動泣これに 該当し 

やすい。 

。 2B 型 : 兼業型 B 

単一の主体が 市場経済により 生活の原資を 得つつ、 そ 

れと関係のあ る ( あ るいは関係のない ) 非市場経済に 参 

加 することによりみずからの 評判等を高め ( あ るいは低 

め ) 、 市場経済での 活動にポジティブな ( 時にはネガテ 

を与えるタイプ。 オープンソースソフトウ 

ェアの開発に 参加することでプロバラミンバ 能力が認 

められ商業ソフトウェアベンダ 一に高給で雇われる 例 

や、 ウェブ上での 文章がきっかけになり 商業的媒体で 執 

筆する仕事を 得る例がこれにあ たる。 インターネット 上 

の実名での活動ほこれに 該当しやすい。 

3 型 : ソーシャルイノベーション 型 

非営利経済による 活動 : システムの構築が @ きっか 

け」になり、 そのシステムが 後に市場機 

場経済と非市場経済の 他の相互作用メカニズム ) に移り、 

継続的に運営されるタイプ。 NPO の活動を r その仕組 

みが社会に根付くまでの 過渡的な」役割と 見ること、 あ 

るいは大学等によるビジネスモデルの 構築と実践がこ 

れにあ たる。 そのシステムの r きっかけ」 ほ 通常、 なん 

らかの理由で 市場経済単独によって 作り出されること 

が原理的に困難であ る。 

安冨佗 000) は貨幣システムを ; 一度動作し始めれば 信 

用の再生産によって 継続的に 寵 するが、 そのシステム 

が生成する瞬間に @ ま 何らかの 力 が必要であ る」と説明し 

ているが、 その類型と考えることができる。 市民革命に 

よる近代的民主主義システムの 生成もこの類型にあ た 

ると考えられよ う 。 

侮型 : バリュ 一 コンパイヴンバ 型 ( 特殊価値生成理論 ) 

。 4A 型 : バリュ 一 コンパイリンバ 型 A 

佐々木。 北山が指摘するように、 非市場経済によって 

生まれた編集価値や 消費者の認知 と 1@ っ たなんらかの 

価値をなんらかの 主体 ( バリューコンパイラ ) が金銭的 

価値に変換するタイプであ る T 。 リ ナック ス の商業的 ネ lJ 

用や掲示板からのマーケティンバデータの 抽出などが 

これにあ たる。 

  4B 型 : バリューコンバイリンバ 型 B 

いわゆるコミュニティ。 アライアンス 8 型。 バリュー 

コンパイリンバによって 生まれた金銭的価値を 非市場 

経済に循環させることで、 二つの機構が 相互作用しなが 

寵 する。 リ ナッタスの商業的利用で 得た利 

益の一部を開発コミュニティに 還元することや、 グ ー グ 

ルのアドセンスによる 広告価値の創出などがこれにあ 

たる。 

5 型 : 庁務 型 

。 5A 型 : 自発的片鶉 型 

いわゆる寄付型。 市場経済からの 寄付行為に基づき、 

非市場経済が 作動するタイプ。 営利企業の寄付 @ こ よる基 

金運営などがこれにあ たる。 より古典的にぼパトロン と 

芸術家の関係。 いわゆる「投げ 銭」もここに 含まれる。 

寄付型が作動するためには、 その非市場 機 

市場経済を含む 広い社会に対して - 定の価値を持つ、 す 

なわち i 社会的価値ニ 公共財としての 性格」を持っ 必要 

があ る。 社会的価値を 含まない寄付行為やパトロン、 投 

げ 銭の場合。 それはどちらかというと 一般の市場取引に 

近い性格を持っといえる。 

また、 意図せざる ノ 意図した結果として、 その行為が 

結果的に市場機構にポジティブな / ネガティブな 影 

7 佐々木   北山 (2000) 

8 佐々木   北山 ( 同上 ) 
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を 返すことがあ る。 

。 5% 型 : 強制的庁務 型 

市場機構が生み 出した成果物の 一部または全部が、 な 

んらかの強制力あ るいはアーキテクチャの 不可避 牲 に 

よって非市場機構に 供されるタイプ。 商業的著作物のフ 

ェアエース や 、 インフラの所有者に 対してネットワーク 

の中立桂を規制によって 義務付ける例がこれにあ たる。 

また、 意図せざる / 意図した結果として、 その行為が 

結果的に市場機構にポジティブな / ネガティブな 影響 

を返すことがあ る。 

鰍 単一の組織 か 、 別個の組織 か 

市場経済と非市場経済の 相互関係は、 それぞれが別個 

の組織として 作用することもあ るが、 単一の組織 ( 企業 

等 ) が内包することも 可能であ る。 

たとえば非市場経済で 生まれたイノベーションが 市 

場機構に取り 込まれる 3 型 : ソーシャルイノベーション 

型では、 以下の 2 つの類型が存在する。 

⑧別個の組織 : NPO で生まれた仕組みを 営利企業が取 

り入れる 

②単一の組織 : 業務 外 時間、 あ るいけ制度的に「自由な 

活動」を行 う ことが義務付けられた 時間内に生まれた イ 

/ ベーションを 本業に活用すること。 GOOg エ e の 20 パ 

一 セントルール 9 などがこれにあ たる。 ソニ一では フヱ 

リカや ロケーションフリー、 CCn 、 アイボなどの 多くの 

画期的イノベーションが 業務時間外に 生まれたという。 

欝 インセンティブ。 知的財産 

市場経済における 主体のインセンティブ は 、 新古典派 

経済学のパラダイムでは 金銭的インセンティブとして 

単純化されている。 それでは。 非市場経済におけるイン 

センティブとは 何か。 

マスロー は 、 人間のインセンティブ 詳しく分析するた 

めに、 人間の欲求を 低次元から順に①生理的欲求、 ② 安 

全の欲求、 ③社会的欲求、 ④自我欲求、 ⑤自己実現の 欲 

求 、 の 5 段階に分類するフレームワークを 提唱しⅠ、 社 

会科学の領域で 幅広く受け入れられている。 また、 現在 

の非市場経済の 代表的存在であ る、 リナック ス の中心的 

開発者であ るト一パル ズ は、 マスロ一の欲求の 5 段階説 

を単純化し、 「欲求の 8 段階調」を提唱しているⅡ。 人生 

にとっての意義を 低次元から順に①生き 延びること、 

②。 社会秩序を保つこと ( 社会性、 社会的に認められた 

い欲求 ) 、 ③楽しむこと、 の 8 つに分け、 人間の欲求は 

①から③へと 段階的に進化していくとし、 リナック ス の 

共同体系には③のエンジンが 強く効いていると 主張す 

る。 

ト一パル ズ の主張するとおり、 非市場経済のインセン 

ティブに は、 楽しむこと、 マスロ一でい う ところの④ 承 

認の欲求および⑤自己実現の 欲求が強く作用している 

ことは間違いないだろう。 しかし、 メカニズムが 継続的 

に機能するためには、 どこかに物理的 ( 金銭的 ) 資源の 

供給源を確保しなけれ ば ならない。 これは先に述べた 5 

類型を利用して 行われることになる。 

また、 リナッタスやク リエ イティブ。 コ モンズの活動 

から見て簸れるよさに。 インターネット 上の非市場経済 

は知的生産物に 対して直接的な 所有権 を主張しないケ 

ースが多い。 その理由のひとつぼ、 不特定多数の 主体が 

協業的に生産活動に 参加するという 非市場経済の 特 

にとって は 、 強固な所有権 を保有しないことにメリット 

があ るからであ る。 

このような、 知的財産を主張せずに 非市場経済に 参加 

しつつも、 自ら経済的基盤を 構築することは 可能であ る。 

慶忠 大学湘南藤沢キャンパスでは、 従来対価を得て 販売 

していたケース 教材に クリエ イティブ。 コ モンズはのラ 

イセンスを適用して 自由な利用を 認めつつも、 商用利用 

に対しては課金を 行うという二重構造のビジネスモデ 

ルを実践している 田 。 これは上記 5 累計の中では、 4B 

型 : バリューコンパイリンバ 型 として位置づけられる。 

鰯 コンテンツ政策へのインプリケーション 

市場経済と非市場経済のインタラクションが 特に重 

g Gooe 騰では、 従業員の就業時間の 20 パーセントほ 本 

来の業務とほ 関係のない頃 らが行いたい」研究を 行い、 
成果をださなければならないという 規則を採用してい 

る。 

l0 Ⅴ aalow く 1954 ノ 
Ⅱ To Ⅳ 捜 A ぬ and 五五 a 皿 o Ⅱ d(2009 
はね七七 %.//ww Ⅶ・ c で Bat, 止 Ⅴ ffo ㎝ mo Ⅱ s.o Ⅰ B/ 
穏ねも tp77/casesfckeio.ac]P/ 
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要 な分野として、 音楽や映画、 テレビ。 マンガなどをふ 

くむいわぬ る コンテンツ産業があ る。 コンテンツ産業は、 

日本をほじめとする 先進国の今後の 高付加価値産業と 

して政策的にも 高い関心を集めているが、 その理論的な 

理解、 政策的手法の 立は 、 十分に行われているとはい 

えない状況にあ る。 

コンテンツ政策が 困難であ る理由としては、 主に以下 

の 2 点が存在すると 考えられる。 

①従来の「文化政策」との 相違 : 現在のコンテンツ 政策 

は、 従来の文化政策の 枠組みとの分類を 図ることが十分 

にできていない。 特に日本におげる 文化政策の主眼は 

「伝統的文化を 守り、 後世に残していく」というもので 

あ り、 新しい産業を 育て、 国際競争力を 発揮していくこ 

とが重要なコンテンツ 政策とはかならずしも 政策目標 

が一致しない。 

②従来の「産業政策」との 相違 : コンテンツ産業を 対象 

とした政策は。 従来の市場的メカニズムのみを 対象とす 

るのではなく。 文化的な創造性や 人間の感情、 楽しさな 

ど、 「非市場 ゴ 的なメカニズムを 考慮したものでなくて 

はならない。 

特に②にかんして、 本稿でこれまで 議論してきたよう 

な非市場メカニズム、 そして市場と 非市場の相互作用を 

包含した政策を 設計し、 実行していくことは。 今後のコ 

ンテンツ産業の 大きな謀 

たとえば日本のコンテンツ 産業にぼ、 コミッタマーケ 

、 ソト などで売買される、 有名作品のパロディを 中心とし 

たいわゆる同人誌が、 人材の育成や 文化の発展に 対して 

大きな役割を 果たしているとされる " 同人誌の売買 はも 

ちろん金銭によって 行われるものだが、 そこに参加する 

作家たちの主要なインセンティフ は 作品への愛着、 そし 

て同人誌を作成し、 販売することへの 楽しみそのもので 

あ る。 

これらの取り 組みは、 姥 、 ずしも現行の 著作権 法を遵守 

したものではないものが 多く、 同人誌市場は「バレーマ 

- ケット ; と 呼ばれることもあ る。 ㈹ 98 午に米国で著 

作権 保護期間の延長が 行われて以来、 著作権 保護の強化 

は世界的な趨勢になっており、 日本においても 現在著作 

者の死後 50 年であ る保護期間を 70 年間に延長するため 

の 準備が行われている。 

しかし。 市場経済への 尊重を十分な 前提とした上で、 

コンテンツ産業を 支える @ 市場」の役割をよく 考慮し 

た知的財産政策を 進めていく必要があ るだろう。 林など 

が提唱する「柔軟な 著作権 制度は」の概俳は、 このよう 

な状況に対する 解決のひとつの 方途として考えること 

ができるだろう。 
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代を生きる j N 箔げ 出版 

  佐々木裕 - 、 北山 聡 ⑫㏄の ロリ ナック ス はいかにして 

ビジネスになったか バリュー。 コンパイリンバ 戦略 団 

NTT 出版 

。 林 紘一郎① 00 ③「柔らかな 著作権 制度を目指して」画 

像電子学会招待講演予稿 

五 もも pV%V 靱 w.n 吏 ee も ぇ ・ 9o.To 七 p ね ve 皿も s/U030% 2 。 工 01/ ㌘ 

・ や己す 
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